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口と唾液 ー 感染防御のバリア ー としての期待
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抄録

インフルエンサウイルスに対する感染防御のハリア ー としての期待を口の働きから， 唾液中に分泌され

るIgAについて， そして緑茶や紅茶に含まれるエピカロカテキン等の抗ウイルス作用に注目した。 口腔衛

生， 食習慣， お茶（緑茶や紅茶）から得られる心身への影曹をインフルエンザの予防への期待の視点から

述べた。
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はじめに

最近の歯科診療の保険収載を見てみると， 周術期口

腔機能管理， 周術期等専門口腔衛生処置， 栄養サボ ー

トチ ー ム加算， 舌接触補助床， 口腔機能低下症に係る

検査， 総合医療管理加算等か記載され， それらが地域

医療に即して対応されつつある。 しかし， 口の働きに

は病原微生物の侵人に対しても様々なバリア ー が備わっ

ているはずであり， それらの機能と特性を臨床面や日

常生活においても有効な情報とすることができないだ

ろうか。 季節柄インフルエンザに対する感染予防の視

点から口の働きを担う唾液と身近なお茶の効用にスポッ

トを当てたか， 折しも中国湖北省から感染か拡大して

いるコロナウイルスの予防対策にも少なからず共通す

るものがあるのではないか， と思われる。

唾液の様々な生理的機能と感染防御

一般的に知られている唾液の生理的機能をまとめて

みた。 唾液中僅か0.05%の成分に消化， 化学感覚， 内

分泌腺そして感染防御の機能等（表1)1. 2 様々な機能

が見られる。 口は消化管と気道の双方の入り口として

の機能かあり， 口と体の働きに重要な機能をもつ唾液

腺は副交感神経と交感神経の2重支配を受けているた

め， 両者の相対的活動状態により唾液の機能（質）．

量に影曹を受ける。 更にこの唾液腺機能は咀哨運動を

伴わければ効率よく発揮することができない。 しかも

咀咽運動そのものが化学感覚（味覚， 嗅覚）とともに
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情動と深く関係し， 口からの視床下部への入力情報は，

視床下部からの出力系として様々な体の調節機構を担っ

ており， 人の日常生活に際して感染防御も含めて口と

唾液の生理機能は実に巧妙に働いている 2 _ 3

なお， 唾液中の抗ウィルス作用をもつ分泌型IgAは

唾液腺組織間質中に存在する形質細胞（図1)で産生

され， トランスサイト ー シスによって腺房内に分泌さ

れると言われている 2 ゜
注目したい唾液の抗ウィルス作用とその活用

病院に行って「待合室で待っている間にかぜを移さ

れた」と言う声をよく耳にするが， 空気乾燥による呻

液や気道粘膜粘液のもつウイルス感染に対するバリア ー

か十分ではなかった口］能性に注目したい。 唾液中の

IgAは抗ウイルス作用を有することが知られているが，

最近の研究報告としてインフルエンザA型H3N2の抑

制効果を有する唾液中のIgA抗体は発酵食品（ヨ ー グ

ルト等）や食物繊維の摂取， すなわち腸内細菌叢のバ

ランスを保つことにより増加することか示された 'o

すなわち， この唾液中のIgAは一定の条件下では特定

のインフルエンザウイルスに対しても抗ウィルス作用

を発現できるということを示唆している。 このIgA抗

体は気道粘膜にも存在しており， これらの機能がどの

ように維持されているかが， インフルエンザウィルス

の侵入に対するバリア ー を考える上で重要となること

に着目したい。 ワクチンの皮下注射は体内に侵入した
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表1 唾液の働き 1,
2

性状· 成分：大唾液腺， 小唾液腺で産生。1~1.5 L/日産生され99.5%が水，0.05%にナトリウム， カリウム， 炭酸水
素， 無機リン， カルシウムの他アミラ ー ゼ（消化酵素）， 分泌型IgA(免疫物質）， ラクトフェリン（炎症抑制物質），
リゾチ ー ム・ラクトペルオキシタ ー ゼ（酵素・抗菌物質）， ムチン（タンパク質）等が含まれている。

生理機能
消化機能：デンプンを麦芽糖に分解して体内に吸収しやすくする（胃への負担を軽減）
化学感覚機能：味細胞に作用して健康維持に必要なもの， 有害なものを見分ける機能に関与している。
喋下の円滑化：食澄を滑らかにする。
う蝕の予防：再石灰化

憾染防御I: ①抗菌作用 ラクトフェリン（炎症抑制効果 ）
リゾチ ー ム（細菌の細胞壁を分解）

ラクトペルオキシダ ー ゼ（活性酸素の分解）
免疫グロプリン：免疫グロプリンA(IgA)ウイルスの侵入を防御

②粘膜保設作用（ムチン） と粘膜修復作用(EGF: Epidermal Growth Facter) 
ロ内炎の予防

緩衝作用（重炭酸塩， 燐酸塩）口腔細菌の産生する酸と食道内に逆流した胃酸の中和作用（逆流性食道
炎の予防）

内分泌腺として：パロチン（成長ホルモン）やインシュリン様物質を産生している。

唾液腺は交感， 副交感両自律神経支配であり， 生体の目的にあった性質の唾液を分泌している。生活習慣や心身の
コンディションづくりから感染予防にも果たす役割は大きい。

ウィルスに対してBリンパ球か応答して血中の抗体価

を高めるが， 唾液や気道粘膜中のIgAは増加しない，

また抗ウィルス治療薬であるノイラミニダ ー ゼ阻害薬

タミフルの投与は抗体価を下げるため翌年の同タイプ

に対しては感染率を上昇させるという専門家の見解も

注目される 5 。 ー方， 口腔衛生不良による口腔細菌の

増加は局所的とは言え， 入り乱れた抗原情報の錯綜に

よりいたずらに免疫能を消耗させるとともに腸内細菌

叢の乱れの原因ともなり， 結果的に唾液中のIgA抗体

の低下を招＜ことが危惧される。

飛沫感染するインフルエンザの予防としては， 従来

から言われている外出時の正しいマスクの着用， うが

い（含嗽）と手洗い， 体の免疫能（免疫担当細胞の活

性度）を適正に高めるための季節に合ったバランスの

とれた食生活とともに， 先に述べた口腔衛生， D腔と

鼻粘膜の保湿， 心身の疲労回復が重要となる。 マスク

については， インフルエンザウイルスの直径0.1µ に

対して市販のマスクの網目は10µ 以上であり， ウイル

スの体内への侵入防止の目的もさることながら， 口腔．

気道粘膜の乾燥を防止してインフルエンザウイルスの

侵入を阻止するためのバリア ー （唾液中のlgAおよび

気道粘膜のlgA)の維持の意味もあると考えたい。 含

嗽の効果も口腔衛生の維持と保湿による唾液中の抗菌

作用を維持する意味が強い。 これらは口腔および上気

道からのインフルエンザウイルス侵入に対するバリア ー

機能を保っための習慣として認識されるべきであろう。

口の衛生管理からインフルエンザの予防への効果は地

域活動でも取り組まれており 6 , 手洗いにしても一つ

の習慣として定着することが日常の生活環境や職場に

おける衛生観念の維持にも必要と思われる。

緑茶や紅茶の抗ウィルス作用 ー 味わいも感染予防に

今一つ注目したいものには， 緑茶の抗ウイルス作用

がある。 緑茶には， インフルエンザウイルスに直接作

用して感染を阻止する成分があることが知られており，

カテキンの一つであるエピガロカテキンガレ ー トはそ

の代表である。 インフルエンザウイルスの表面にはス

パイクと呼ばれる突起状のタンパク質があり， インフ

ルエンザウィルスはこれを利用して口腔粘膜や上気道

図1 唾液腺腺房の組織像（口唇腺：粘液腺） (HE染色）腺房周
囲の形質細胞を矢印で示す。
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n と唾液 ― 感染のバリア ー

粘膜に感染するがエピガロカテキンガレ ー トはこのス

パイクに結合し， ウィルスか粘膜細胞に吸着すること

や， 感染した細胞内でのウイルスの増殖を抑制すると

考えられている 7 . 8 。 また， 紅茶として酸化発酵する

とカテキン同士か結合し， 新たなポリフェノ ー ル成分

テアフラビンとなり， テアフラビンもインフルエンザ

ウイルスに有効な上， 発酵の過秤で分子構造か変わり，

ウィルスのスパイクを捉える力がより強くなると言わ

れている 7 9。 コロナウィルスにもこのスパイク構造

が見られ叫 カテキンのコロナウイルス感染に対する

予防効果も報告されている11。 このようなカテキンの

ウイルスがもつスバイク構造への抑制作用が， ウィル

スの変異に対して無効なのか， 有効なのか， どのよう

に効果かみられるかについての究明か強く期待される。

日本人に親しまれている緑茶やティ ー タイムに好まれ

る紅茶には上述のような薬理学的な抗ウイルス効果に

加えて，「お茶の時間」によるリラックス効果は唾液

腺の生理的作用を高め， 免疫能を高めることへの効果

も感染予防には重要と思われる。 また， お茶の効用の

一つとして寿司屋で最後に出される大きな湯呑の「あ

かり」は， 日本の風土から育まれた緑茶のもつ抗菌作

用とともに口腔と上気道粘膜の保湿効果に対する経験

知が想起される。

地域の学校保健の場でもインフルエンザの予防にお

茶の有効性を活用した取り組み が見られる 1
2,

J:lことは

感染予防として， また心身の発育面 □4につなかる口

の働きの面からも意義がみられる。

結 語

インフルエンザ流行の季節に際して nは感染防御の

バリア ー としての役割と唾液の抗ウィルス作用につい

て述べ， 緑茶や紅茶の食文化を感染予防の点からもそ

の意義について述べた。 インフルエンザの感染予防を

社会生活の防犯に例えれば， ワクチン接種による予防

は休内に侵入したウィルスヘの防御， 口腔・唾液の働

きは体にウイルスを侵入させないためのバリヤ ー の役

割とも言える。
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	30巻２号複合機_ページ_56
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